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村発見! : 大学生が村の水産業をＰ Ｒ ！

インターンシップに参加した理由を教えてください！

大学が村の水産業をＰＲ！

山本：大学では「人工知能等の最新技術を活用した漁業の活性化」について、研究しています。

インターンシップでは、漁師さんへのインタビューを通じて、ニーズ調査をして、研究に生

かしたいと思い、参加しました。

小向：２年連続で、東通村でのインターンシップに参加し「東通で何かをするのって楽しいな」と

思い今回も村内のインターンシップに参加しました。

銭谷：以前、東通村でのインターンシップに参加した大学の先輩から、今回の活動を紹介されました。

農業が盛んな大鰐町出身で、これまで、水産業に関わることがなかったので、新しい体験を

したいと思い、参加しました。

３月1０日から５日間、県内の大学生３名が、東通村を訪れ、尻労で水産業のＰＲ活動を行いました。

３名の大学生は、尻労漁業協同組合でのインターンシップに参加し『尻労地区の水産業に関わる若

手漁師をインタビューし、発信媒体を作成せよ！』という課題のもと、活動を行いました。

５日間の活動では、尻労荷捌所等の水産業の現場を見学し、向井 祐樹組合長をはじめ、若手漁師へ

のインタビューを行い､村の水産業の魅力やこれからの課題等を伺い、ＳＮＳで情報発信をしました。
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